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２０２６ 年度入学試験

　２月１日　午前　解答用紙

受験番号 氏　　　　名 評　点

(1) (2) (3)

％ 点 秒 円 円

(1) (2) (3) (4) (5)

(6) (7) (8) (9)

ｃｍ² ｃｍ³ ｃｍ²

(1) (3)

枚

答.白い紙　　　　　枚，黒い紙　　　　　枚

(2)

番目

(1) (3)

分速

　答．　　　　　　　　

(2)

分速

１

２

３

４

図や式や考え方

°

図や式や考え方
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ｍ
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4.8 24 600 615

38 175.84 1014 14

34

２０７になる連続した整数の和の組み合わせは

１０３と１０４であり、

白い紙は奇数枚、黒い紙は偶数枚になるので、

白い紙は１０３枚、黒い紙は１０４枚となる。
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Ｃさんは，２５００ｍから１００００ｍ地点までの７５００ｍを

途中まで分速１５０ｍ，途中から分速２２５ｍで走る。

１２．５分たった後の残りの３７．５分を分速２２５ｍで，

走ると２２５×３７．５＝８４３７．５（ｍ）

そのため，８４３７．５－７５００＝９３７．５（ｍ）

多く走ることになる。つまり分速１５０ｍで走る時間は

９３７．５÷（２２５－１５０）

＝９３７．５÷７５＝１２．５（分）

したがって，分速２２５ｍで走り出したのは

２５００＋１５０×１２．５＝４３７５（ｍ） ４３７５


